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（単位：千円）

正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○手帳所持者数の増、障害福祉サービスの普及に伴い、サービス利用に係る扶助費が年々増加している。
○行政費用のうち扶助費が約79％を占めており、328,014千円増額となっているが、障害福祉サービス（障がい
者施設介護・訓練等給付費支給事業、ホームヘルプサービス費支給事業、障がい者グループホーム費支給事業
等）が増加しており、サービスの普及が主な要因となっている。
○行政収入「その他」は、主に生活実習所等の介護給付費の受入れである。

資産の部合計 1,086,209 1,037,684 ▲ 48,525 負債及び正味財産の部合計 1,086,209 1,037,684 ▲ 48,525
その他の固定資産 1,610 800 ▲ 810 999,683 960,087 ▲ 39,596

999,683 960,087 ▲ 39,596建設仮勘定 0 0 0 正味財産
▲ 8,929無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 86,526 77,597

工作物等減価償却累計額 ▲ 16,840 ▲ 16,840 0 その他の固定負債 0 0 0
26,658 21,487 ▲ 5,171工作物等 16,840 16,840 0 退職給与引当金

▲ 7,543建物減価償却累計額 ▲ 1,438,568 ▲ 1,486,241 ▲ 47,673 特別区債 53,561 46,018
建物 1,865,541 1,865,541 0 固定負債 80,219 67,505
土地 657,532 657,532 0 その他の流動負債 0 0

賞与引当金 2,892 2,549 ▲ 343
0

▲ 12,714固
定
資
産

有形固定資産 1,084,505 1,036,831 ▲ 47,674
4,128その他の流動資産 0 0 0 特別区債 3,415 7,543

不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0 0 0

流
動
資
産

収入未済 94 53 ▲ 41 流動負債 6,307 10,092 3,785
6年度 差額

貸
借
対
照
表

勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目 5年度
特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 ▲ 21 ▲ 21 当期収支差額(e)+(h) ▲ 2,010,204 ▲ 2,205,210 ▲ 195,006

849 0 ▲ 849特別費用(g) 849 21 ▲ 828 特別収入(f)
▲ 194,985行政費用合計(b) 5,196,620 5,589,219 392,599 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 2,010,204 ▲ 2,205,189

その他行政費用 0 0 0 金融収支差額(d) ▲ 27 ▲ 23 4
▲ 2,010,177 ▲ 2,205,166 ▲ 194,989賞与・退職給与引当金繰入額 11,246 6,960 ▲ 4,286 行政収支差額(a)-(b)=(c)

197,610不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 3,186,443
減価償却費 48,483 48,483 0 その他 384,863
補助費等 77,289 78,493 1,204 使用料及び手数料 45 48
扶助費 4,097,024 4,425,038 328,014 分担金及び負担金 0 0 0
維持補修費 0 0 0 都支出金 977,835 1,060,797 82,962
物件費 905,058 979,882 74,824 国庫支出金 1,823,700 1,949,875 126,175行

政
収
入

地方税等 0 0 0

3
373,333 ▲ 11,530

3,384,053

行
政
費
用

給与関係費 57,520 50,363 ▲ 7,157
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目 5年度 6年度 差額

3,394 各年度3月末時点日常生活用具の給付件数 3,184 3,252 3,248 3,332

生活介護施設数 6 6 6 6 7 各年度3月末時点

居宅介護月利用時間（時間） 7,099 6,946 6,495 7,077 7,218 各年度3月末時点

29 各年度3月末時点区内グループホーム施設数 26 25 25 28

4年度 5年度 6年度
7年度
見込み

目標値
(8年度)

施策の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

福祉の充実 3.13 3.14 3.18 お住まいの地域では、高齢者や障がい者への福祉が充実していると感じますか？

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
指標の推移

指標に関する質問文
4年度 5年度 6年度

政策 02 高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成

　障がい者が、障がいの種別や重さにかかわらず、住み慣れた荒川区にいつまでも安心して住み続
けられる環境を整備する。

関連部課名 健康部健康推進課

行政評価
事業体系

分野 Ⅰ 生涯健康都市

課長名 増田 内線 2680

施策分析シート（令和7年度）

施策名
障がい者の住まい・日常生活に対
する支援

施策No 02-08
部課名 福祉部障害者福祉課
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No2

重点的に推進 重点的に推進
　障がい者が地域で安心して暮らし続ける支援の必要性は高いため、
重点的に推進する。

今
後
の
方
向
性

○地域での生活が定着するよう、民間グループホームの運営の支援を継続するとともに、グループ
ホームを必要とされる方が、地域のグループホームに入居できるよう、その誘致をより一層進めて
いく。
○自宅での生活を継続するための適切な障害福祉サービスを、必要とする方に届けられるよう、民
間事業者との連携を進め、サービスの質が向上するよう努めていく。
○生活介護施設の誘致を積極的に進めるとともに、医療的ケアが必要となる重度の障がい者が安心
して生活介護施設に通所できるよう、環境整備を進めていく。
○乳幼児期から学齢期、青年期、壮年期、高齢期へと生活ステージに合わせて移り変わるニーズに
対応するため、障がい者が、自分自身に必要なサービスを自己選択・自己決定するための支援を行
い、希望する生活を続けるための切れ目ない障害福祉サービスを提供していく。

施策の分類
分類についての説明・意見等

7年度 8年度

現
状

○障がい者の保護者の８割以上が、保護者や家族の支援を受けられなくなった後（いわゆる「親な
き後」）も、子どもに荒川区で暮らして欲しいと望んでいる。（『親なき後の支援に関する研究プ
ロジェクト報告書』荒川区自治総合研究所）
○住み慣れた地域で、少人数で個々のニーズに沿った支援を受けながら生活することができるグ
ループホームの需要は高まっており、区内の定員数も年々拡大している。
○身体障がい者を中心に、適切な障害福祉サービスを受けることで、住み慣れた自宅での生活を継
続できるため、居宅介護利用者も増えている。
○特別支援学校の卒業後の進路として、毎年度、生活介護施設希望者が一定数存在している。

課
題

○適切な支援を受けながら、日中の活動先に通い、自立した生活を送るためのグループホームの更
なる拡充が求められている。
○自宅での生活を続けるに当たり必要な障害福祉サービスを受けることができるよう、障がい者自
身による主体的な障害福祉サービスの活用をサポートする体制が求められている。
○生活介護施設の拡充と合わせて、医療的ケアが必要な障がい者への対応が求められている。

施策の現状・課題・今後の方向性
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推進

　本事業の実施により介護者
の負担軽減を図り、重症心身
障がい児者の健康の保持と安
定した地域生活を推進してい
く。

継続 継続
　重度の脳性麻ひ者を介護し
生活圏の拡大を図る事業であ
るため、継続して実施する。

留守番看護師派遣事業 08-05-23 31,994 40,118 27,660 35,477 推進

重度脳性麻痺者介護人派遣
事業

08-05-22 260 387 0 0

　心身障がい者の福祉向上を
図る事業であるため、継続し
て実施する。

自動車運転免許取得・改造
助成事業

08-05-19 738 1,073 478 299 継続 継続

　心身障がい者の日常生活の
利便及び生活圏の拡大を図る
事業であるため、継続して実
施する。

推進
　障がい者の社会参加を促進
するために必要な事業である
ため、推進する。

訪問入浴サービス事業 08-05-17 6,123 5,820 5,922 5,433 継続 継続

推進 推進

　日常生活用具給付事業は法
定事業、ストーマ用具購入費
助成は対象者の経済的負担軽
減のために必要な制度であ
り、来年度以降も推進してい
く。

移動支援事業 08-05-15 374,882 371,848 362,748 364,885 推進

日常生活用具給付事業 08-05-14 40,357 41,509 37,497 39,034

　障がい者が地域で安心して
暮らし続けるための支援策を
重点的に推進する。

短期入所給付費支給事業 08-05-10 126,806 138,188 124,639 137,414 継続 継続
　法定事務事業であるため、
継続して実施する。

推進
　心身障害者(児）が在宅生
活を送るために推進してい
く。

障がい者グループホーム費
支給事業

08-05-09 739,815 818,969 735,634 817,808
重点的
に推進

重点的
に推進

継続 継続
　法定事務事業であるため、
継続して実施する。

ホームヘルプサービス費支
給事業

08-05-08 832,629 934,860 831,762 932,539 推進

障がい者施設介護・訓練等
給付費支給事業

08-05-07 1,924,528 2,049,164 1,923,401 2,048,390

分類についての説明・意見等

5年度 6年度 5年度 6年度 7年度 8年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のた

めの分類
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継続 継続

　障がい者の生活圏の拡大及
び社会参加の推進を図る事業
であるため、継続して実施す
る。

福祉タクシー事業 08-05-33 96,398 95,429 88,164 91,948

　障がい者及び家族の経済的
負担を軽減する事業であるた
め、継続して実施する。

盲ろう者生活支援推進事業 08-05-32 2,303 1,999 136 64 継続 継続

　盲ろう者の地域生活の支援
及び社会参加の促進を図る事
業であるため、継続して実施
する。

継続
　障がい者及び家族の経済的
負担を軽減する事業であるた
め、継続して実施する。

住宅設備改善給付事業 08-05-31 1,511 4,893 1,078 4,119 継続 継続

継続 継続

　ひとり暮らし等の重度身体
障がい者の生活の安全を確保
するために必要な事業である
ため、継続して実施する。

障がい者紙おむつ購入助成
事業

08-05-30 28,906 32,233 26,739 29,139 継続

緊急通報システム事業 08-05-29 1,143 1,117 276 343

　自ら調理することが困難な
重度の障がい者の地域社会に
おける自立生活支援に必要な
事業であるため、継続して実
施する。

福祉電話事業 08-05-28 684 442 251 210 継続 継続

　外出困難な重度身体障がい
者の外部交流を図るための必
要な事業であるため、継続し
て実施する。

継続

　寝たきり状態にある重度心
身障がい者の健康保持を図る
ために必要な事業であるた
め、継続して実施する。

配食サービス事業 08-05-27 549 322 116 90 継続 継続

継続 継続

　理美容店を訪れることが困
難な寝たきりの重度の心身障
がい者の生活環境を維持・向
上させる上で必要な事業であ
るため、継続して実施する。

寝具洗濯乾燥消毒事業 08-05-26 559 359 126 127 継続

36,992 継続 継続

　補装具費の支給は法定事
業、中等度難聴児補聴器購入
費助成事業は中等度難聴児の
コミュニケーション能力の向
上等を促進するため必要な事
業であることから、継続して
実施する。

理美容サービス事業 08-05-25 725 489 292 257

6年度 5年度 6年度 7年度 8年度

補装具費支給事業 08-05-24 47,749 40,678 44,343

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のた

めの分類
分類についての説明・意見等

5年度
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継続
　重度障がい者が地域で安心
して暮らし続けるための支援
を推進する。

推進 推進
　重度障がい者が地域で安心
して暮らし続けるための支援
策を推進する。

重度身体障がい者グループ
ホーム運営支援事業

08-05-68 16,194 16,732 15,934 15,958 推進

重度障がい者グループホー
ム運営支援事業

08-05-67 10,538 12,721 10,278 12,334

　障がい者の地域生活の拠点
として、安定した施設運営を
推進する。

障害者緊急一時保護事業 08-05-59 5,727 6,534 4,600 4,600 継続 継続
　心身障がい者及び家族の福
祉の増進を図る事業であるた
め、継続して実施する。

重点的
に推進

　重度障がい者グループホー
ムや生活介護施設等の円滑な
設置及び運営に寄与すること
により、区内に居住する障が
い者の地域生活を支援し、障
がい者の福祉の向上を図るこ
とから重要な事業である。

スクラムあらかわ運営等事
業

08-05-57 138,216 145,566 136,742 144,019 推進 推進

推進 推進

　障がい者の地域での自立の
促進を図ることを目的とし、
安定した施設運営を推進す
る。

障がい者グループホーム等
施設整備事業費

08-05-56 1,820 3,094 0 0
重点的
に推進

荒川生活実習所・荒川福祉
作業所運営事業

08-05-53 320,642 346,533 309,631 336,128

　グループホームにおける消
防対策を促進する事業である
ため、継続して実施する。

尾久生活実習所運営事業 08-05-52 423,333 459,342 374,767 411,208 推進 推進

　区立の通所施設であり、円
滑な事業運営に取り組むとと
もに、通所希望者の状況に合
わせて定員拡大を行ってい
く。

継続
　障がい者及び家族の経済的
負担を軽減する事業であるた
め、継続して実施する。

グループホーム消防設備整
備補助事業

08-05-47 86 774 0 0 継続 継続

継続 継続
　障がい者の交通手段を確保
するために必要な事業である
ため、継続して実施する。

自動車燃料費助成事業 08-05-35 9,430 8,712 8,910 8,326 継続

コミュニティバス障がい者
利用負担助成

08-05-34 4,453 3,005 3,413 2,231

5年度 6年度 5年度 6年度 7年度 8年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のた

めの分類
分類についての説明・意見等
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合　計 5,196,620 5,589,221 5,079,374 5,483,413

継続 継続

　かかりつけ医の推進、障が
い者施設での口腔ケアの推進
を行うことで障がい者の口腔
保健の向上につながる事業で
あるため、継続して実施す
る。

3,477
重点的
に推進

重点的
に推進

　障がい者が地域で安心して
暮らし続けるための支援策を
多角的に実施する。特にグ
ループホームを必要とされて
いる方々が、地域のグループ
ホームに入居できるよう、さ
らに誘致を進めていく。

障害者歯科対策事業費 09-02-32 1,269 1,287 530 564

6年度 5年度 6年度 7年度 8年度

親なき後支援事業 08-05-69 6,253 5,024 3,307

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のた

めの分類
分類についての説明・意見等

5年度
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